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二〇一五年三月に開始されたサ
ウジ連合軍によるイエメンのホーシー派攻撃は、一年以上が経過しようやく幕を閉じようとしている。イランとサ との「冷戦」と呼ばれたこの戦争は、実際 はより多くのプレイヤ の利害が複雑に絡み合う状況となった。イエメン側の被害が甚大であることには間違いないが、連合軍側も被害を被り、原油安のため財政難にも直面した。本稿では、サウジによるホーシー派攻撃につ て サウジ内政および王族の勢力関係に着目しながら論じる。●サウジ・イエメン関係と「アラブの春」以降　一五〇〇キロにおよぶ国境線を
接するサウジとイエメンは、歴史的に強い関係で結ばれてきた。だが、少なくとも一九三二年の現サ
ウジアラビア王国の建国以降、両国の関係は対等ではなかった。一九三〇年代、サウジ東部では油田が発見される。それまでメッカ巡礼などのわずかな収入を得ていただけのサウジは、石油の生産・輸出により急速に豊かになった。他方で、 かつて「幸福 アラビア」と呼ばれたイエメンは、複数の油田が発見されることに ったアラビア湾（ペルシャ湾）に接していない。サウジを含む近隣の湾岸諸国が急速に豊かになっていくのを目の当たりにしながら、イエメンは経済的には「最貧国」に分類されるのを受け入れるほかなかった。　
南北イエメン時代には、サウジ
は国家としての統治能力が低 った北イエメンの部族への支援を通じて影響力を及ぼした。サウジは、のちに統一 大統領とるサーレハに対して定期的に金銭
支援を行ったとされる。両者の関係は、湾岸戦争の際にイエメンがイラク側についたこ で断交に至る。そして一九九四年に南北メンが再び対立した時にも、サウジはサーレハを支持 なか た。だが、次第にホーシー派ら反体制勢力が伸張す につれ 、サウジは再びサーレハと手を組むようになった。他方でイエメン人にとってサウジは重要な出稼ぎ先であった。イエメン サウジの「裏庭」と呼ばれるようになるほど、両者の間には非対称な関係が確立した。　
二〇一一年、 「アラブの春」が
起こり、イエメンでも大規模 抗議デモが起きた。六月に大統領宮殿に対する襲撃でサーレハが負傷すると、サウジは治療の め サーレハを受け入れた。しかし他方で、サウジをはじめとするＧＣＣ（湾岸協力会議）はサーレハの退
陣を盛り込んだ「和解案」を提示する。副大統領ハーディへの権限移譲が明記された和解案は何度か行き詰まった末、同一一月にようやくサーレハに署名させることができた。サウジはこの和解案で事実上サーレハを見限 と れ 。　
この後、サウジはイエメン大統
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ンマド・ビ ・ナーイフ副皇太子が皇太子に昇格した。副皇太子には、一月の人事刷新で王宮府長官と国防相とを兼任することになったサルマン国王の息子ムハ マド ・ ビン ・ サルマンが する（以下、 副皇太子就任前については 「ムハンマ 国防相」 、就任後は「ハンマド副皇太子 ） 。ムハ マド副皇太子は、弱冠三〇歳にして副皇太子職と国防大臣に就いた。これに加えて、組織再編により創設された経済開発評議会の議長も務めることとなった。経済開発評議会は石油・経済・財務関連の閣僚を中心に構成される。要 に就くサウジ王族は血統に加えて年齢と
実績が重視されてきた。だが、政治における実績がほとんどなかった若手プリンスが、サウジの主要な諸分野を掌握する異例の事態となった。　
三月にサウジ連合軍はイエメン
空爆を開始し が、これはのちに副皇太子と るムハンマドが国防相のポストに着任 て間もない頃だった。 「決意の嵐」作戦とそれに続く「希望の再生」作戦の実施において、ムハンマド国防相はメディアで頻繁にス ッ ライトを浴びるよう なる。大柄 ムハンマド国防相が作戦会議にあたる姿は、若くて有能で、決断力と行動力のあるプリンスとして紹介するのに効果的でもあった。　
いずれにしても前国王の逝去か





ウジ連合軍によるイエメン攻撃は出口を見失っ 。そのような状況で、サ はより広く支持を集める必要があったのか、一二月には「イスラーム軍事同盟」を結成し、イランを除くイスラーム圏との協力関係の確保を急いだ。サウジが主導するこの同盟は エジプトやトルコを含む三四カ国が参加する。同盟結成の記者会見で、ムハンマド副皇太子は「テロリスト」との対決が主な目的であ と述べたがイエメンの「テロリスト」がホーシー派を指していたことは明らかであった。
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太子の立場は一貫していた。イランとの断交 き かけとなったニムル師の処刑について「サウジ人が犯した罪をサウジ国内の法廷裁くことにイランにどう関係しているのか」と逆に疑問を呈してみせた。イランがサウジ 国内問題への関与を主張するなら、そ 事実こそがイランが周辺地域で 影響力拡大を狙っている証拠 ほかならない、とし　
エコノミスト誌は副皇太子との
インタビューを振り返って「国王気取り」と評価した。だ 、サウジ政府はエコノミスト誌の記事をムハンマド副皇太子のイメージ向上作戦のひとつと位置付けているようだ。というのも、この直前、サウジは国内 燃料価格と公共料金に対する補助金を調整し 価格の引き上げを決めた。エコノミス
ト誌のインタビューでは、付加価値税の導入のほか、アラムコの新規株式公開 可能性が検討されていることなど、一連の改革案がハンマド副皇太子自身によって明らかにされた。世界的な原油安という苦しい状況において 若い副皇太子が痛みをともなう改革 責任者となっていることを内外に知らしめること できたのだ　
サウジ国内では、サウジによる
イエメン攻撃はどのように受け止められているのだろうか。このとを知るうえで鍵となる が反イラン感情の高まりである。筆者は、二〇〇〇年か サウジアラビアリヤドを中心に勤務および調査で現地を複数回訪問しているが、二〇一五年四〜五月、および二〇一五年一 月から二〇一六年一月の現地調査では、これまでにない反イラン感情 聴取することになった。開戦直後の二〇一五年四〜五月の現地調査では、地域情勢を脅かすイランを骨抜きにする必要性について指摘する人が多かったが、同時 ムハンマド副皇太子への期待やイエメン 戦後復興構想には人びとの高揚感すら感じた。当時は、人権関連の仕事に就く人物ですら、空爆でイエメン市
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民が犠牲になっていることを指摘されても、 「イランの行き過ぎた行動を放置するわけにはいかない」として空爆を支持した。二〇一五年一二月の調査の際には、事態が膠着化していたためか、人びとの高揚感はほとんど観察できなかったが、イランに対する強い反感は開戦直後と同様であった。　
だが、この戦争はサウジ対イラ
ン、あるい スンニー派対シーア派という単純 構図では説明できない。同時にサウジ人の反イラン感情は常に強い、あるいはサウジ人の反イラン感情は戦争とともに自然発生的に高まったと考えるのもナイーブだ。サウジで 平時であっても言論活動 制限されている。他国を攻撃中の今、不用意に国家の方針に反するよう 発言をすることは、多くの人が避けたいと考えてい ことである。メディアもまた検閲の対象であるため、自ずと情報の方向性が定められことはいう でもな 。　
ムハンマド副皇太子を広告塔と
して活用した サウジ政府、そしてサウジ国内における空爆支持の雰囲気とは裏腹に、国際社会はエスカレートする攻撃 、攻撃によってもたらされる被害 厳しい非
難と警告を行ってきた。連合軍による誤爆は、空爆開始直後の二〇一五年三月からあったと指摘されてい 。一一月には、アムネスティ・インターナショナルはサウジ連合軍がイエメン北部の住宅地でクラスター爆弾を使用したとみられるとして非難している。国境なき医師団（ＭＳＦ）は、病院の場所に関す 情報を提供たにもかかわ ず、サウジ連合軍によって複数の場所 病院が攻撃されたことを非難している。二〇一五年一〇月および二〇一六年一月にはサアダ州で、二〇一五年一二月には南部のターイズ市でもＭＳＦの施設が被弾した。当時は短期的な停戦もすぐに破られる状況が続いており、長引く空爆で生活必需品などの輸送 困難を極めていると報告されている。　
イエメンの民間人が被っている
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